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当
　
初
　
予
　
算復興へ ２年連続大型予算

平
成
29
年
３
月
定
例
会
が
３
月
７
日
か
ら
16
日
ま
で
の

10
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

第
１
日
目
に
、
渡
辺
町
長
か
ら
町
の
復
興
と
避
難
先
で

の
生
活
支
援
を
柱
と
す
る
平
成
29
年
度
施
政
方
針
が
示
さ

れ
、
条
例
制
定
お
よ
び
一
部
改
正
、
平
成
28
年
度
補
正
予

算
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
31
議
案
が
、
議
会
に
一

括
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
請
願
１
件
を
産
業
厚
生
常

任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

第
２
日
目
に
、
４
人
が
一
般
質
問
を
行
い
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
課
題
、
中
間
貯
蔵
施
設
内
の
町
有
地
の
扱
い

な
ど
を
取
り
上
げ
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

第
３
日
目
以
降
は
、
全
員
協
議
会
で
議
案
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

第
９
日
目
の
本
会
議
で
は
議
会
活
動
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
報
告
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
の
ち
、
条
例
制

定
お
よ
び
一
部
改
正
、
監
査
委
員
の
選
任
同
意
、
町
道
の

廃
止
お
よ
び
認
定
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を

審
査
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

最
終
10
日
目
は
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
お
よ
び

特
別
会
計
予
算
、
意
見
書
を
審
査
し
全
議
案
と
も
全
会
一

致
で
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
定
例
会
の
傍
聴
者
は
42
人
で
し
た
。

３月定例会
あらまし

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計

予
算
の
総
額
は
、
１
７
８
億

８
０
０
０
万
円
、
前
年
度
対

比
２
・
５
％
減
で
す
が
、
復

興
に
向
け
て
過
去
2
番
目
の

大
型
予
算
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
で
は

新
庁
舎
建
設
費
２
億
５
３
０

０
万
円
、
植
物
工
場
整
備
11

億
６
９
０
０
万
円
、
大
熊
Ｉ

Ｃ
建
設
負
担
金
５
億
３
０
０

０
万
円
、
復
興
拠
点
整
備
18

億
２
５
０
０
万
円
、
墓
地
整

備
６
億
５
４
０
０
万
円
な
ど

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

避
難
先
で
の
生
活
支
援
で

は
、
新
タ
ブ
レ
ッ
ト
事
業
４

億
１
５
０
０
万
円
、
生
活
サ

ポ
ー
ト
補
助
金
15
億
１
１
０

０
万
円
、
次
世
代
避
難
者
支

援
４
５
０
０
万
円
、
生
活
相

談
員
補
助
６
１
０
０
万
円
な

ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
安
全
対
策
で
は
見

回
り
隊
パ
ト
ロ
ー
ル
７
２
０

０
万
円
、
監
視
カ
メ
ラ
業
務

委
託
１
億
２
６
０
０
万
円
、

帰
還
困
難
区
域
パ
ト
ロ
ー
ル

業
務
委
託
４
６
０
０
万
円
な

ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

新
規
事
業
で
は
、
復
興
拠

点
か
ら
外
れ
た
土
地
の
利
活

用
を
検
討
す
る
基
本
計
画
１

３
０
０
万
円
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
交
通
調
査

１
０
０
０
万
円
、
６
年
ぶ
り

に
開
催
予
定
の
敬
老
会
９
６

０
万
円
な
ど
を
計
上
し
ま
し

た
。ま

た
、
中
間
貯
蔵
施
設
対

策
地
権
者
給
付
金
と
し
て
36

億
円
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
か
ら
は
、
復
興
拠
点

整
備
に
あ
た
っ
て
、
各
施
設

の
繋
が
り
が
持
て
る
よ
う
な

事
業
者
選
定
を
す
べ
き
、
植

物
工
場
の
事
業
者
選
定
は
販

路
を
優
先
す
べ
き
な
ど
多
く

の
意
見
が
出
ま
し
た
。

平
成
29
年
度

予
算
の
特
徴

新
し
い
ま
ち
づ
く
り

避
難
先
で
の
生
活
支
援

町の復興
心の復興
二本の柱
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当
　
初
　
予
　
算 29年度予算決まる

178億8000万円

復興に向け民生費・土木費大幅増
震災以降の予算比較

特別会計予算総額
40億5613万円

復興へ ２年連続大型予算

0 50 100 150

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

単位：億円

178億8000万円

183億4000万円

167億4000万円

78億9000万円

67億1000万円

61億5000万円

45.7％
（総務費）

62.0％

65.5％

53.7％

49.4％

46.5％

17.5％

18.6％

21.9％ 28.6％

26.6％

26.6％

7.2％ 23.6％

14.1％ 17.8％

2.2％

5.4％

3.1％

3.7％

6.1％

17.0％
（民生費）

16.6％
（土木費）

20.7％
（その他）

本年度予算 前年度予算 比　　較
一般会計当初 1,788,000 1,834,000 △ 4,600

特　

別　

会　

計

坂下ダム管理 4,460 4,400 60
国民健康保険 264,032 281,718 △ 17,686
奨学資金貸与 902 1,063 △ 161
地 域 下 水 道 192 192 0
特定環境保全 2,639 11 2,628
農業集落排水 976 497 479
住宅団地造成 5 5 0
工業団地造成 5 5 0
中央台霊園管理 36 36 0
介 護 保 険 129,796 124,990 4,806
後期高齢者医療 2,570 2,481 89

単位：万円

復興へ駅の復旧は欠かせない



4おおくま議会だより第41号
2017年5月１日発行

当
　
初
　
予
　
算

重  

点  

事  

業

震災後はじめていわき市のスパリゾートハワイアン
ズでの開催を９月15日に予定しています。
交通手段はバスで送迎をいたします。
ぜひ、フラガールを見に来てください。

敬老会の開催
961万円

熊川に鮭稚魚を放流します。
将来はふ化事業を再開させ、観光の大切な資源を育
てます。

熊川鮭稚魚放流
100万円

平成23年３月12日以降の転入者、出生者の
うち結婚祝金および出産祝金支給条例に該当し
ている町民に、平成29年度〜平成37年度まで
年間５万円を支給する支援策です。

次世代避難者支援
4538万円

平成29年度は、大川原地区
復興拠点整備と避難先での生
活支援を柱に重要事業が多く
計上されました。
その中から主な新規事業を

クローズアップしました。

将来を担う子ども達へ

震災前のように

大きく育て　子も鮭も

平成 30年度内完成を目標
大川原拠点に　新庁舎建設はじまる
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当
　
初
　
予
　
算

重  

点  

事  

業

新庁舎
建設予定地

モータープール
予定地

大川原地区
復興拠点

東京電力
単身寮

町営墓地
予定地

太陽光発電
エリア

県道35号線
（山麓線）

常磐自動車道

新庁舎建設
２億5300万円

平成30年度内完成を目標に新庁舎建設が始
まります。
平成29年度は庁舎建築設計業務委託費が計
上されました。
建物の本格的な建設は平成30年度になる予
定です。

平成29年３月に都市計画が認可され、平成
29年度から３年かけて整備される初年度です。
埋蔵文化財調査を行い、７月頃から本格的に

造成工事が始まります。

大川原地区復興拠点整備
18億2500万円

平成29年度予算新規事業をクローズアップ

小規模でも快適な町へ

平成 30年度内完成を目標
大川原拠点に　新庁舎建設はじまる
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き
で
は
な
い
か
。

　
　

30
人
く
ら
い
は
ア
パ

ー
ト
を
希
望
し
て
い
る
。

町
づ
く
り
会
社
を
通
じ

て
民
有
地
に
ア
パ
ー
ト
の

建
設
を
考
え
た
い
。

　
　

敬
老
会
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
ど
こ
で
開
催

す
る
の
か
。

交
通
手
段
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

９
月
15
日
に
ス
パ
リ

ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
で

の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

３
０
０
人
規
模
で
、
会

津
若
松
市
、
郡
山
市
、
白

答敬
老
会

問答

４
月
か
ら
５
月
を
予
定
し

て
い
る
。

　
　

職
員
の
住
居
確
保
、

通
勤
の
計
画
を
立
て
る
べ

問

当
初
予
算
質
疑

無
駄
は
な
い
か

各
事
業
を
チ
ェ
ッ
ク

第
１
回
定
例
会
に
て
平
成
29
年
度
当
初
予
算
の

審
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

無
駄
な
事
業
は
な
い
か
、
き
め
細
か
な
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　
　

大
川
原
連
絡
事
務
所

管
理
費
に
修
繕
料
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
な
に
か
。

　
　

大
川
原
１
区
集
会
所

の
改
修
で
あ
る
。

７
月
か
ら
連
絡
事
務
所

と
し
て
使
用
す
る
た
め
改

修
す
る
。

　
　

大
川
原
地
区
一
団
地

事
業
委
託
の
内
容
は
。

　
　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
協

定
を
む
す
び
設
計
施
行
一

括
契
約
し
造
成
は
Ｕ
Ｒ
都

市
機
構
が
発
注
す
る
。

大
川
原
連
絡
事
務
所

問答復
興
拠
点

問答

14
万
㎥
の
盛
土
が
必
要

に
な
る
。

　
　

大
川
原
復
興
拠
点
整

備
に
３
つ
の
発
注
支
援
業

務
委
託
が
併
せ
て
１
億
８

０
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い

る
。一

括
し
て
発
注
し
た
ほ

う
が
安
価
で
繋
が
り
が
持

て
る
と
思
う
が
な
ぜ
出
来

な
い
の
か
。

　
　

３
つ
と
も
財
源
が
違

う
の
で
別
々
に
発
注
す
る
。

全
て
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と

契
約
す
る
た
め
コ
ス
ト
面

で
も
施
設
間
の
繋
が
り
も

問
題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

役
場
建
設
は
平
成
31

問答問

年
３
月
に
完
成
予
定
だ
が

何
月
か
ら
供
用
開
始
か
。

　
　

消
防
検
査
、
備
品
搬

入
等
で
使
用
で
き
る
の
は

答

大川原連絡事務所移転
７月から大川原１区集会所へ

多くのみなさんまってます
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当
初
予
算
質
疑

河
市
、
水
戸
市
、
仙
台
市

か
ら
の
送
迎
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　

復
興
公
営
住
宅
が
完

成
し
た
場
合
、
仮
設
住
宅

は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

仮
設
住
宅
は
平
成
30

年
３
月
ま
で
継
続
と
な
っ

て
い
て
そ
の
後
は
示
さ
れ

仮
設
住
宅

問答

て
い
な
い
。…

　

復
興
公
営
住
宅
が
完
成

す
れ
ば
終
了
と
考
え
て
い

る
。

　
　

い
わ
き
市
の
復
興
公

営
住
宅
は
全
て
完
成
す
る

の
は
い
つ
か
。

　
　

平
成
30
年
３
月
完
成

の
予
定
で
あ
る
。

復
興
公
営
住
宅

問答

　
　

大
川
原
の
共
同
墓
地

は
何
区
画
の
整
備
に
な
る

の
か
。

　
　

１
０
０
０
区
画
を
予

定
し
て
い
る
。

当
面
は
６
０
０
区
画
を

整
備
す
る
。

　
　

地
域
防
災
計
画
策
定

と
は
大
川
原
地
区
だ
け
の

も
の
か
。

　
　

平
成
29
年
度
に
９
０

０
万
円
、
平
成
30
年
度
に

１
２
０
０
万
円
を
予
算
化

し
て
い
る
。

町
内
全
域
を
対
象
に
し

て
い
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は

昨
年
同
様
か
。

開
催
場
所
や
内
容
な
ど

共
同
墓
地

問答防
災
計
画

問答ふ
る
さ
と
ま
つ
り

問

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
な
い

か
。

　
　

課
題
も
多
く
あ
る
。

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

工
業
用
水
は
使
用
し

て
い
な
い
が
、
負
担
金
を

出
す
必
要
が
あ
る
の
か
。

　
　

５
町
で
の
約
束
水
量

に
基
づ
き
負
担
し
て
い
る
。

今
後
は
他
町
村
と
協
議

を
し
て
い
く
。

　
　

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
実
現
可
能
性
調
査
に
４

５
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い

る
が
ど
こ
に
委
託
す
る
の

か
。

　
　

福
島
県
林
業
グ
ル
ー

プ
か
ら
の
紹
介
で
森
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
を
考
え

て
い
る
。

答水
道
企
業
団

問答再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

問答

　
　

合
同
追
悼
式
１
３
０

万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
。

従
来
方
式
で
実
施
す
る

の
か
。

　
　

遺
族
の
出
席
者
が
少

な
い
。

い
わ
き
市
で
実
施
す
る

が
、
周
知
方
法
も
含
め
運

営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

合
同
追
悼
式

問答

　
　

幼
・
小
・
中
で
実
施

し
て
い
る
ガ
ラ
ス
バ
ッ
チ

の
放
射
線
健
康
対
策
は
い

つ
ま
で
や
る
の
か
。

　
　

県
内
で
は
大
熊
町
と

広
野
町
・
浪
江
町
・
福
島

市
だ
け
が
実
施
し
て
い
る
。

対
応
を
早
急
に
検
討
す

る
。 放

射
線
対
策

問答

早い入居が待たれます

以前は盛況だったが…
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町民税減免継続
全額免除対象者は約６割

大
熊
町
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
建

築
に
係
る
手
続
き
条
例
、
町
税
等
の

減
免
な
ど
の
新
設
お
よ
び
一
部
改
正

な
ど
７
件
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

条
例
改
正

大
熊
町
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
建
築
に
係
る
手
続
き

条
例

議
会
活
動
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
報
告

町
民
税
の
減
免
条
例

吉田　裕彦 氏を再任

【住所】大熊町大字熊川

【任期】平成29年４月１日から
平成33年3月31日

　
　

　
　

個
人
の
土
地
な
の
で
町
が
関
与
す
る

の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

　
　

そ
の
と
お
り
で
あ
る
が
町
土
復
興
の

妨
げ
に
な
る
乱
開
発
の
抑
止
力
と
な
る
条

例
で
あ
る
。

質  

疑

問答
　

秩
序
あ
る
土
地
利
用
お
よ
び
快
適
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
も
の
で
乱

開
発
の
抑
止
に
寄
与
す
る
た
め
に
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

議
会
活
動
に
つ
い
て
、
広
い
範
囲
で
の

活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
公

務
等
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
が
避
難
先
か

ら
長
距
離
を
乗
り
継
い
で
出
席
す
る
な
ど

全
町
避
難
や
復
興
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
経

験
の
な
い
特
殊
な
状
況
下
で
活
動
、
運
営

を
し
て
い
る
た
め
検
討
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
全
議
員
に
対
し
出
席
が
義
務

つ
け
ら
れ
て
い
る
行
事
で
開
催
地
以
外
か

ら
出
席
す
る
も
の
に
対
し
交
通
費
の
実
費

を
支
給
す
べ
き
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　

町
民
税
減
免
の
他
に
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
な

ど
も
減
免
さ
れ
ま
す
。

大熊町監査委員

人　　　事

町
税
等
減
免

平成 28年中の合計所得金額 減免の割合 該当者率

300万円以下 全　額 58.2％

300万円を超え400万円以下 10分の９ 12.9％

400万円を超え500万円以下 10分の 7.5 8.6％

500万円を超え750万円以下 10分の 5 12.9％

750万円を超え1,000万円以下 10分の 2.5 4.4％

1,000万円以上 10分の 1 3％

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と

早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書
提
出

の
請
願
に
つ
い
て

請
　
願
　
者　

日
本
労
働
組
合
総
合
連
合
会

…

福
島
県
連
合
会

　
　
　
　
　
　

双
葉
地
区
連
合
会

…

議
長　

菅
原　

祐
樹

住
　
　
　
所　

福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町
大
字

夫
沢
字
北
原
22

紹
介
議
員　

廣
嶋　

公
治

付
託
委
員
会　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

処
理
経
過　

全
会
一
致
で
採
択　

提

出

先　

衆
議
院
議
長…

大
島　

理
森

　
　
　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣…

安
倍　

晋
三

　
　
　
　
　
　

厚
生
労
働
大
臣…

塩
崎　

恭
久

　
　
　
　
　
　

福
島
労
働
局
長…

島
浦　

幸
夫

請
　
願
　
審
　
査

全会一致で可決
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第
１
回
定
例
会
で
平
成
28
年
度
補
正
予
算
の
審

議
を
し
ま
し
た
。

大
熊
Ｉ
Ｃ
整
備
で
支
障
物
移
転
補
償
、
中
間
貯

蔵
施
設
地
権
者
支
援
金
な
ど
86
億
１
２
０
０
万
円

が
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

大
熊
Ｉ
Ｃ
整
備
支
障
物
移
転
補
償

３
８
５
０
万
円

東
電
か
ら
の
損
害
賠
償
金

２
億
５
１
４
０
万
円

中
間
貯
蔵
施
設
地
権
者
支
援
金

�

10
億
円

補
正
予
算 支障物移転補償

3850 万円増額

大
熊
Ｉ
Ｃ

　
　

支
障
物
移
転
補
償
費

は
な
ぜ
増
額
に
な
っ
た
の

か
。

　
　

当
初
県
で
積
算
し
た

が
、
詳
細
設
計
で
新
た
に

工
事
エ
リ
ア
が
拡
大
し
、

エ
リ
ア
内
に
あ
る
支
障
物

の
移
転
が
必
要
に
な
っ
た

た
め
計
上
し
た
。

大
川
原
墓
地

　
　

中
央
台
霊
園
か
ら
の

移
転
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

閉
鎖
は
で
き
な
い
の

で
検
討
す
る
。

商
工
会
運
営

　
　

商
工
会
運
営
補
助
金

６
６
６
万
円
減
額
は
な
ぜ

か
。

　
　

４
月
か
ら
職
員
を
採

用
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が

問答問答問答

工
事
に
必
要
な
敷
地
面
積
の
見
直
し
に
よ
り
、
倉
庫

な
ど
の
支
障
物
の
移
転
が
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

町
は
こ
れ
ま
で
東
電
に
対
し
、
12
億
６
１
８
０
万
円

の
損
害
賠
償
を
請
求
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
、
平
成
23
年
度
分
の
賠
償
と
し
て
、

幼
稚
園
・
小
学
校
除
雪
機
械
借
上
料
、
庁
舎
移
転
費
用

な
ど
の
損
害
賠
償
が
入
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
１
月
以
降
の
契
約
件
数
が
増
え
、
約
10
億

円
の
不
足
と
な
り
増
額
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

IC用地購入は進んでいる

翌
年
２
月
に
ず
れ
こ
ん
だ

た
め
で
あ
る
。

生
活
相
談
支
援

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
補

助
１
７
４
２
万
円
の
減
額

は
な
ぜ
か
。

　
　

生
活
相
談
支
援
員
を

当
初
50
人
体
制
で
考
え
て

い
た
が
42
人
の
対
応
に
な

っ
た
。

問答

ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

　
　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
設
置
の
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ

と
東
電
の
モ
ニ
タ
と
の
数

値
の
確
認
な
ど
連
携
し
て

い
る
の
か
。

　
　

設
置
し
た
ば
か
り
で

測
定
数
値
に
ば
ら
つ
き
が

あ
り
調
整
中
で
あ
る
。

落
ち
着
き
次
第
連
携
を

と
り
た
い
。

問答

大
熊
Ｉ
Ｃ
整
備

常磐自動車道



10おおくま議会だより第41号
2017年5月１日発行

一  

般  

質  

問

４
人
が
一
般
質
問

復
興
へ
の
課
題
を
と
ら
え
て

町
政
を
問
う

ズバリ
題字に協力していただいた熊町、大野小学校の児童たち

１．佐　藤　照　彦 議員 11
町で整備し一定期間無償貸与を

２．加　藤　良　一 議員 12
既存道路の活用を

３．千　葉　幸　生 議員 13
除染を可能にする立法措置を

４．廣　嶋　公　治 議員 14
学校施設の活用は

協力ありがとう！！
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一  

般  

質  

問
佐
藤
　
照
彦 

議
員

　
　
　

町
は
復
興
拠
点
内

に
平
成
30
年
度
末
に
役
場

新
庁
舎
建
設
計
画
を
示
し

た
。拠

点
整
備
で
は
復
興
住

宅
建
設
・
商
業
施
設
・
医

療
施
設
・
福
祉
施
設
は
順

次
進
め
て
い
く
と
し
て
い

る
。復

興
拠
点
内
に
出
店
し

よ
う
と
し
て
い
る
事
業
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

役
場
新
庁
舎
・
復
興
住

宅
・
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
整

備
さ
れ
て
も
生
活
に
必
要

な
商
業
施
設
の
再
開
が
不

十
分
で
は
帰
町
を
不
安
視

す
る
町
民
が
出
て
く
る
。

不
安
払
拭
を
図
る
た
め

に
は
商
業
施
設
の
整
備
計

画
目
標
年
度
を
提
示
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
次
の
２
点
を
提

案
す
る
。

１
、
商
業
施
設
は
町
が
整

備
し
一
定
期
間
無
償
貸
与

と
す
る
。
施
設
は
２
種
類

と
し
、

①
住
民
の
交
流
ス
ペ
ー
ス

佐
藤

問 町で整備し一定期間無償貸与を

答 今後検討する

商
業
支
援

復
興
拠
点

を
併
設
し
た
総
合
小
売
業

店
舗
と
す
る
こ
と
。

②
商
店
街
型
施
設
で
１
階

を
70
㎡
程
度
の
店
舗
と
し

２
階
を
事
務
所
・
住
居
ス

ペ
ー
ス
と
す
る
。

視
察
研
修
・
起
業
者
の

相
談
な
ど
、
交
流
人
口
増

加
が
見
込
め
る
施
設
と
す

べ
き
。

２
、
出
店
予
定
事
業
者
は

当
面
、
利
益
確
保
が
難
し

い
た
め
「
水
道
・
光
熱
費

の
補
助
」「
運
転
資
金
の
無

利
子
貸
出
」「
設
備
投
資
へ

の
財
政
支
援
」「
固
定
資
産

税
、
法
人
・
町
民
税
の
減

免
」
を
す
べ
き
。

　
　
　

平
成
30
年
度
末
ま

で
に
役
場
新
庁
舎
の
整
備

商
業
施
設
、
復
興
拠
点
整

備
の
造
成
工
事
を
す
る
が

ど
の
よ
う
な
商
業
施
設
と

す
る
か
は
平
成
29
年
度
に

基
本
計
画
を
策
定
し
決
め

る
。基

本
的
に
は
、
町
で
整

備
し
業
者
へ
貸
す
「
公
設

民
営
型
」
を
検
討
し
て
い

る
。無

償
で
の
貸
与
は
、
今

後
検
討
す
る
。

施
設
の
形
態
は
住
民
に

喜
ば
れ
る
施
設
整
備
と
す

る
。住

民
の
帰
還
意
向
が
低

い
こ
と
か
ら
、
当
初
の
商

店
事
業
者
の
利
益
確
保
は

難
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

一
方
、
廃
炉
や
除
染
に

携
わ
る
事
業
者
な
ど
が
多

く
町
内
に
滞
在
す
る
こ
と

を
考
え
る
と
必
ず
し
も
経

営
が
成
り
立
た
な
い
と
も

言
え
な
い
。

帰
町
を
目
指
す
町
と
し

て
は
、
商
業
関
係
の
支
援

町
長

対
策
は
住
民
の
帰
還
促
進

の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
既
存
支

援
制
度
と
し
て
国
・
県
・

町
の
融
資
制
度
や
税
制
優

遇
処
置
、
町
の
商
業
振
興

基
金
等
の
様
々
な
メ
ニ
ュ

ー
が
あ
る
の
で
事
業
展
開

に
あ
っ
た
制
度
を
有
効
に

活
用
し
て
頂
き
た
い
と
思

う
。

買い物ができるお店は大事です
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一  

般  

質  

問

加藤　良一 議員

　
　
　

平
成
29
年
度
は
大

川
原
復
興
拠
点
の
造
成
工

事
が
着
手
さ
れ
る
な
ど
、

本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
が

始
ま
る
重
要
な
年
で
あ
る
。

　

そ
の
大
川
原
地
区
の
出

入
り
口
は
県
道
35
号
線
か

ら
し
か
な
く
、
特
に
町
道

東
67
号
線
が
メ
イ
ン
に
な

る
。現

在
、
大
川
原
地
区
に

は
給
食
セ
ン
タ
ー
を
始
め

東
電
単
身
寮
・
６
０
０
人

規
模
の
企
業
が
運
営
し
て

い
る
が
、
今
春
に
は
１
０

０
０
人
規
模
の
企
業
と
５

０
０
台
の
モ
ー
タ
ー
プ
ー

加
藤

踏
ま
え
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　

企
業
の
事
務
所
や

復
興
拠
点
の
整
備
が
始
ま

る
と
、
県
道
35
号
線
か
ら

町
道
東
67
号
線
が
メ
イ
ン

の
道
路
に
な
る
。

現
在
、
町
道
東
67
号
線

を
国
道
６
号
線
ま
で
繋
げ

る
計
画
の
も
と
、
測
量
調

査
を
実
施
し
て
い
る
が
、

滑
津
橋
か
ら
東
に
つ
い
て

は
一
部
既
存
道
路
を
拡
幅

し
、
熊
町
の
押
し
ボ
タ
ン

信
号
の
交
差
点
を
利
用
で

き
る
か
検
討
し
て
い
る
。

早
急
に
ア
ク
セ
ス
道
路

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

既
存
道
路
を
活
用
す
る
こ

と
が
最
短
と
考
え
て
い
る

が
、
帰
還
困
難
区
域
内
の

ゲ
ー
ト
管
理
、
立
ち
入
り

の
際
の
全
体
的
な
ル
ー
ト

変
更
な
ど
、
ゲ
ー
ト
管
理

者
と
の
調
整
を
急
ぐ
必
要

が
あ
る
。

既
存
道
路
の
活
用
で
国

と
検
討
し
て
い
る
の
は
、

町
長

ル
運
営
が
開
始
さ
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
造
成
工
事
が
始

ま
る
と
67
号
線
を
出
入
す

る
車
両
が
増
え
、
付
近
の

混
雑
は
避
け
ら
れ
な
く
、

国
道
６
号
線
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
道
路
が
必
要
で
あ
る
。

計
画
を
進
め
て
い
る
町

道
東
67
号
線
と
国
道
６
号

線
ま
で
の
延
長
計
画
が
進

ま
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、

既
存
道
路
を
活
用
す
べ
き

と
考
え
る
。

大
川
原
地
区
か
ら
の
最

短
ル
ー
ト
と
し
て
67
号
線

〜
町
道
東
31
号
線
〜
県
道

２
５
１
号
線
を
通
り
三
角

屋
に
抜
け
る
ル
ー
ト
が
最

適
で
あ
る
。

帰
還
困
難
区
域
で
難
し

い
課
題
が
多
い
こ
と
も
承

知
し
て
い
る
が
、
復
興
に

向
け
て
交
通
網
の
整
備
は

重
要
課
題
で
あ
り
、
難
し

い
課
題
は
早
急
に
克
服
し

国
道
６
号
線
ま
で
繋
ぐ
こ

と
が
不
可
欠
と
思
う
が
、

計
画
が
進
ま
な
い
現
状
を

問 
既
存
道
路
の
活
用
を

答 

ゲ
ー
ト
管
理
者
と
調
整
を
図
る

復興拠点と国道６
号のアクセス道路

清
水
橋
か
ら
県
道
２
５
１

号
線
、
大
野
病
院
前
の
町

道
西
20
号
線
ま
で
を
考
え

て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
帰

還
困
難
区
域
内
を
通
過
す

る
た
め
、
ゲ
ー
ト
管
理
者

と
の
調
整
を
図
る
と
と
も

に
、
早
急
に
町
道
東
67
号

線
と
国
道
６
号
線
を
繋
げ

る
よ
う
進
め
る
。

三角屋交差点につなぐ最適なルート



13 おおくま議会だより第41号
2017年5月１日発行

一  

般  

質  

問 問 除染を可能にする立法措置を

答 国に引続き要望したい

未
除
染
区
域

千
葉
　
幸
生 

議
員

　
　

復
興
拠
点
近
傍
の

南
平
地
区
内
で
は
、
地
権

者
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い

と
し
て
、
２
８
，
８
４
１

㎡
の
土
地
が
除
染
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
屋
敷
林

や
里
山
の
一
部
は
、
宅
地

道
路
・
田
畑
か
ら
20
ｍ
ま

で
の
範
囲
外
と
い
う
こ
と

で
未
除
染
区
域
と
な
っ
て

い
る
。

未
除
染
区
域
近
傍
の
道

路
上
で
は
、
新
庁
舎
近
傍

の
約
５
〜
10
倍
の
空
間
線

量
で
あ
る
。
全
体
的
に
空

間
線
量
が
低
く
て
も
帰
町

を
た
め
ら
う
町
民
が
い
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。

１
．
環
境
省
が
実
施
し
て

き
た
除
染
で
は
、
地
権
者

の
同
意
が
な
い
場
合
は
、

国
は
除
染
を
し
な
い
。
こ

の
ま
ま
の
状
況
で
、
２
年

後
と
思
わ
れ
る
避
難
指
示

の
解
除
を
受
け
る
の
か
是

非
を
問
う
。

２
．
避
難
指
示
の
解
除
が

行
わ
れ
る
前
に
、
環
境
美

化
と
い
う
こ
と
で
、
屋
敷

林
や
里
山
の
未
除
染
区
域

を
清
掃
し
て
は
い
か
が
か
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
あ
る

程
度
は
空
間
線
量
の
低
減

が
計
れ
る
と
思
う
が
所
見

を
問
う
。

３
．
居
住
制
限
区
域
、
避

難
指
示
解
除
準
備
区
域
と

帰
還
困
難
区
域
の
境
界
付

近
に
居
住
す
る
町
民
や
事

業
者
に
と
っ
て
は
、
空
間

線
量
が
相
対
的
に
高
い
こ

と
が
不
安
で
あ
る
。

帰
還
困
難
区
域
で
あ
っ

て
も
境
界
付
近
の
除
染
は

実
施
す
べ
き
で
あ
り
、
環

境
省
に
強
く
要
請
す
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
所

見
を
問
う
。

　
　

１
．
大
川
原
南
平

地
区
に
は
、
未
同
意
に
よ

る
未
除
染
区
域
が
７
カ
所

ほ
ど
点
在
し
て
お
り
、
現

在
も
環
境
省
が
同
意
を
得

る
た
め
に
交
渉
を
続
け
て

い
る
。

今
後
も
、
一
日
も
早
い

同
意
取
得
の
た
め
、
町
も

環
境
省
と
協
力
し
な
が
ら

進
め
て
行
く
。

２
．
山
林
内
の
未
除
染
区

域
に
つ
い
て
は
、
環
境
省

に
再
三
に
わ
た
り
要
望
し

て
い
る
が
、
除
染
区
域
外

で
実
施
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
の
回
答
で
あ
る
。

屋
敷
林
や
里
山
の
未
除

染
区
域
は
、
清
掃
と
い
う

形
で
実
施
す
る
こ
と
は
で

き
る
が
、
環
境
省
が
事
業

主
体
で
な
い
こ
と
に
よ

り
、
廃
棄
物
の
処
理
先
の

確
保
が
問
題
と
な
る
。

国
に
対
し
て
も
他
の
機

関
と
と
も
に
、
廃
棄
物
の

処
理
に
つ
い
て
の
対
応
を

要
望
し
て
い
る
。

３
．
帰
還
困
難
区
域
の
境

界
付
近
に
居
住
す
る
町
民

や
事
業
所
の
住
宅
、
事
務

所
周
辺
の
除
染
に
つ
い
て

は
、
「
避
難
指
示
解
除
準

備
区
域
お
よ
び
居
住
制
限

区
域
に
住
民
が
安
心
し
て

帰
還
で
き
る
よ
う
こ
れ
ら

の
区
域
の
宅
地
に
隣
接
す

る
部
分
に
つ
い
て
も
国
は

千
葉

町
長

対
策
を
講
じ
る
」
と
の
記

載
に
基
づ
き
今
後
の
復
興

復
旧
の
観
点
か
ら
も
強
く

国
に
対
し
て
対
策
を
要
望

し
て
い
る
。

再
質
問

　
　
　

今
後
、
帰
還
困

難
区
域
の
除
染
を
し
て
い

く
た
め
に
も
、
地
権
者
の

同
意
が
な
く
て
も
環
境
改

善
に
必
要
な
除
染
を
可
能

に
す
る
立
法
措
置
を
国
に

求
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
　
　

国
に
特
例
的
な

形
で
認
め
て
も
ら
う
よ
う

引
続
き
要
望
し
て
い
き
た

い
。

千
葉

町
長

隣接する部分が課題だ
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一  

般  

質  

問

廣嶋　公治 議員

問 

学
校
施
設
の
活
用
は

答 

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
進
め
る

中間貯蔵施設
敷地内公有地

　
　
　

公
有
地
の
取
り
扱

い
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
か

協
議
し
て
き
た
が
、
基
本

的
に
は
地
上
権
で
対
応
し

学
校
施
設
等
は
権
利
を
移

転
せ
ず
そ
の
ま
ま
残
す
と

の
方
向
が
示
さ
れ
て
き
た
。

昨
年
の
町
政
懇
談
会
で

も
、
町
有
地
は
売
却
せ
ず

地
上
権
設
定
で
所
有
権
を

残
し
、
最
終
処
分
場
へ
の

懸
念
を
払
拭
し
て
ほ
し
い

と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ

町
は
そ
れ
ら
の
意
向
に
沿

っ
た
判
断
だ
と
理
解
し
て

い
る
。

現
在
、
貯
蔵
施
設
予
定

地
内
で
は
処
分
場
の
建
設

保
管
場
の
整
備
が
始
ま
り

公
有
地
の
一
部
へ
は
県
内

教
育
施
設
の
除
染
廃
棄
物

を
搬
入
し
て
い
る
。

そ
の
他
様
々
な
施
設
が

あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
ど
の

よ
う
な
方
針
で
ど
う
整
理

し
て
い
く
の
か
。

こ
の
う
ち
、
所
有
権
を

移
転
し
な
い
学
校
施
設
等

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は

「
失
わ
れ
て
行
く
ふ
る
さ

と
を
思
い
出
す
記
念
館
」

「
収
蔵
施
設
」
と
し
て
整
備

す
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　

町
の
基
本
方
針
と

し
て
、
地
権
者
の
用
地
交

渉
の
進
捗
状
況
を
踏
ま
え

判
断
す
る
と
し
て
き
た
。

「
環
境
省
に
よ
る
用
地

取
得
が
登
記
名
義
人
４
分

の
１
を
超
え
、
一
定
の
進

捗
が
見
ら
れ
る
こ
と
」「
町

政
懇
談
会
で
の
最
終
処
分

場
と
な
る
こ
と
へ
の
危
惧

や
懸
念
と
い
っ
た
声
が
多

か
っ
た
こ
と
」「
ふ
る
さ

と
喪
失
へ
の
不
安
の
声
も

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
」
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
地
上

権
設
定
を
原
則
と
し
て
提

供
す
る
方
針
と
し
た
。

廣
嶋

町
長

きれいなまま保存は可能か

な
お
学
校
施
設
は
地
区

や
学
校
関
係
者
よ
り
残
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ

り
、
提
供
せ
ず
に
残
す
こ

と
と
し
た
。

学
校
施
設
の
活
用
方
法

や
保
存
は
こ
れ
か
ら
検
討

す
る
が
、
地
区
町
民
、
有

識
者
・
議
会
の
方
々
の
ア

イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
進
め

て
い
く
。



15 おおくま議会だより第41号
2017年5月１日発行

題  

字  

公  

募新たな題字決まる
熊町小学校、大野小学校の４年生から６年生と大熊中学校１年生から３年生に題字をお願いし、54人の

出品がありました。その中から15点を採用し新年度から掲載することになります。
また、出品された全作品を紹介します。（平成28年度当時）

小　学　校

中　学　校

１年  市川　綾花

１年  渡邉菜々美

２年  工藤　美咲

２年  三瓶　風真

２年  箭内　朱里

３年  石田　美波

３年  海老根桜子

３年  佐久間香那

４年  吉田　　遥

４年  今野　逞登

５年  海老根琴音

５年  斎藤　　菖

５年  尾内　佳奈

６年  田中　大空

６年  田村　眞捺

協力してくれた作品

小　学　校

４年 武澤　智栄

４年 原田　優衣

４年 佐藤　壮太

４年 佐久間太輔

４年 鈴木　康生

４年 渡部　咲希

４年 鎌田　陽菜

４年 髙田　葵偉

５年 伊賀　勇斗

５年 武澤　奈南

５年 廣島　周吾

５年 東理このみ

６年 西山　太陽

６年 池田　愛理

６年 高倉　紀佳

６年 吉田　颯人

６年 佐藤　優人

６年 武澤　篤弥

６年 永井　優羽

６年 遠藤　友城

中　学　校

１年 青山　　蓮

１年 齋藤　勝己

１年 佐藤　星光

１年 三瓶　純恋

１年 七海久玲愛

１年 林　　真雅

１年 半杭　眞奈

２年 阿部　浩也

２年 池田　雄馬

２年 岩本　瑞希

２年 植村　篤史

２年 今野　　海

２年 東理　孝太

２年 林　　優雅

３年 笠井　俊佑

３年 坂本　真之

３年 鈴木　幸貴

３年 半杭　奏人

３年 堀川　紗稀

採 用 さ れ た 作 品
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委

員

長
　
　
阿
部
　
光
國

副
委
員
長
　
　
仲
野
　
　
剛

委
　
員
　
　
佐
藤
　
照
彦

委
　
員
　
　
木
幡
ま
す
み

委
　
員
　
　
加
藤
　
良
一

委
　
員
　
　
堀
川
　
亘
夫

委
　
員
　
　
松
永
　
秀
篤

発
行
責
任
者
　
　
鈴
木
　
光
一

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
お
邪
魔
し
、
ご
意
見
ご
要
望
な

ど
懇
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
希
望
が
あ
れ
ば
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎︎
０
２
４
２
―
２
６
―
３
８
４
４
㈹

大
熊
町
議
会
事
務
局

　

池
沢
・
佐
藤

い
わ
き
地
区
で
は
２
つ
目
の
交
流
会
組
織
に
な
り
ま
す

が
、
平
成
28
年
４
月
に
６
名
の
発
起
人
で
立
ち
上
げ
、
や

っ
と
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

現
在
い
わ
き
市
内
に
は
４
６
０
０
人
の
大
熊
町
民
が
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
全
て
の
方
々
が
満
足
す
る

毎
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
の
で
、
大
熊
町

民
同
士
の
交
流
を
通
し
て
、
少
し
で
も
ス
ト
レ
ス
が
解
消

し
、
親
睦
や
交
流
を
深
め
て
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
い
行
事
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
の

で
、気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
、お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
長　

池
田　

義
明

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

議
会
も
参
加
し
ま
す

さくらんぼ狩りへお出掛け

いわき伝承館にて　ハイポーズ !!

楽しい交流を続けましょう
おおくまいわき友の会


